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『医療の懸け橋』  〜 『日本肝臓論』＆『真の国際人』〜 

 

2024年10月17日 韓国ソウルのミョンジ(Myongji)大学での午前、午後2回の講演『がん哲学とがん

哲学外来 〜 真の国際人 〜』にWifeと赴いた(画像)。 

『真の国際人』 

（1）幅の広さ 

（2）弾力性に富む 

（3）洞察と識見のひらめき 

（4）世界の動向を見極めつつ歴史を通して今を見ていく 

（5）複眼の思考を持ち、視野狭窄にならず、教養を深め、時代を読む 

 

【『日本肝臓論』:肝臓は、再生能力抜群で、3分の2を切っても2週間で元通りになる。 異物に対

しては寛容性をもつ。 日本国も肝臓のような国になれば、世界から尊敬されるという趣旨である。 

人間の身体と臓器、組織、細胞の役割分担とお互いの非連続性の中の連続性、そして、障害時にお

ける全体的な『いたわり』の理解は、世界、国家、民族、人間の在り方への深い洞察へと誘うので

あろう。】も述べた。  

さらに、「偉大なるお節介症候群」の心得10ヶ条(下記)を語った。 

(１) 役割意識＆使命感 

(２)練られた品性＆綽綽たる余裕 

(３)賢明な寛容さ 

(４)実例と実行 

(５)世の流行り廃りに一喜一憂せず、あくせくしない態度 

(６)軽やかに、そして、ものを楽しむ。自らの強みを基盤とする。 

(７)新しいことにも、自分の知らないことにも謙虚で、常に前に向かって努力する。 

(８)行いの美しい人（a person who does handosome） 

(９)冗談を実現する胆力～sence of humour の勧め 

(１０)ユーモアに溢れ、心優しく、俯瞰的な大局観のある人物 

 

『日韓中の医療の懸け橋』 が制本されることが決定された。 歴史的快挙となろう！ 今回は、大

変貴重な『ソウルの訪問』となった。 

  



 


